






生?? ??年?人文社会科学研究者研?会?告? = The
Proceeding of Kyoto University - Nanjing University











陳 威瑨（CHEN Wei-chin）＊  
 


































                                                  







































                                                  
1 このような民族主義は現在の中国の東アジア儒教研究にも現れている。2013 年、日本の愛媛大学が「東
アジアにおける朝鮮儒教の位相に関する研究」というシンポジウムを開き、報告論文は 2015 年に厦門
（アモイ）大学哲学系の朱人求と島根県立大学総合政策学部の井上厚史が『東亞朱子學的新視野』を共
編し、北京の商務印書館が出版した。朱人求は、その序文において東アジア朱子学研究は中国を中心と
すべきだと強調した。しかし、出版の前に井上氏はこの序文の内容を知らされていなかった。  
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陳 威瑨 
応答 
２．人文社会科学研究の最大の支援者は国家なのか？  
３．市民社会といかにコミュニケーションをとるべきか？  
この二つの問題は密接に関係していると思うので、まとめて意見を述べたいと思います。 
安倍政権が人文社会科学研究を縮小させようとしているというニュースは、台湾でも話
題となり安倍政権の決定に大変驚いております。台湾の人文社会科学研究も同様の危機に
面しておりますが、ただ政府がこのような直接的な方法をとっていないだけなのです。社
会全体の雰囲気について申しますと、直接的な経済的利益が重視され、人文社会科学は社
会に対して有用ではないという「重理軽文」という考えは一般的です。実際、欧米などで
も同様の問題が起きており、これは全世界的な「学術資本主義」現象です。  
現代の人文社会科学研究の主体は大学であり、国立か私立かを問わず、国家全体の文教
政策の体現として、国家から多かれ少なかれ資源を得ており、このために国家の統制を受
けやすいのです。台湾でも日本でも以前から現在まで同様に大学と国家の対立が存在して
おりましたが、これは学術研究者が自身の良心をすべからく有し、政府のためだけに働い
てはならないからです。国家はすべからく学術の自由を保障し、研究者が異議を唱えるこ
とを認める状況において、研究の発展を支援するべきです。なぜならば、学術研究の参加
者は希少価値があり、重要文化財の如く、自由市場においてその価値が定まるわけではな
いからです。同時に、人文社会科学研究は世界の多元化を充分に促進するに足るものであ
り、自身の文化について探求し、自身の特徴を打ち立て、国家に主体性を有せしめること
ができます。京都を例として説明しますと、京都は日本の重要都市として、近代的工業発
展の歴史も長く、今日の京都駅の南の地域は重要な工業地域です。しかし、この工業地帯
のために京都へ観光に来る人はほとんどおらず、千年の文化の気風や、直接的には有用で
はない物が、京都に世界有数の地位を占めさせているのです。しかし、国家が資源を通じ
て学術を統制する状況が依然として存在する以上、我々は国家が人文社会科学の最大の支
援者であり得るとは期待はできず、市民社会との交流を通じて、社会に「人文社会科学を
援助したい」という環境を醸成し、上から下への指導ではなく、下から人文科学に活力を
与えることを促すべきです。 
そうなると、「いかにコミュニケーションをするか」というのは確かに大きな問題です。
日本では異なる価値観を持つ者に対してレッテルを貼る現象が見られますが、台湾におい
てもそれは同様で、政治的立場あるいは各種の問題への考えが異なると互いに罵倒する状
況が一般的になっているために、異なる立場のお互いに抑圧者と被抑圧者の構造が見られ
ます。つまり、理性的な討論の環境はまだできていないと言えます。人々は研究者の細か
い議論に対しては興味を持っておらず、単純明快な情報を基に物事を判断することに慣れ
ています。社会全体の雰囲気は、まだ満足できないものなのです。  
我々には、西田幾多郎のように現実社会の影響を受けず、自身の学問的世界の構築に専
心する研究者も、積極的に社会大衆に向けて対話し自身の研究成果を広め模範たるべき討
論の姿勢を示すことを望む研究者も必要であり、政府も単一の規格で研究者を計るべきで
はないと私は思います。 
紙幅の関係で、このように簡単にしか自身の考えを表明することはできませんでしたが、
ほかの討論者のみなさんの指摘をお待ちしております。  
（翻訳 中山大将、巫靚） 
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